
(1)平 成28年9月 15日 し お さ t ヽ 第42号

2時赴まに解散した

文 化 伝 承 事 業

塩回による塩づくり教ヨ
襟:D悦 内口)事者Ⅲ1 2日 にわたり貨槌ど″てた こ り事終t
“
1協会会貫Ⅲ中心の1塩Hは!!`塩 'く Ⅲ支行委員=サ"i キよに

地現れR「謀ナリにり文化は承ヽ業として去証どヤ1ているもりて

今白RIはい Jイてある F月 い日午前,時 !い て役所て 如 名

"1  ヽ中 ■■“ 「令R(〔 "塩 '(中 J「tt Hに■る塩"作 Ⅲ ⅢJ

等り程■ⅢⅢは こついて,習 じて■ら 1■ こⅢⅢⅢ 当 テ11会kび 検慣を口,テ ィllイド協李

のス■ッ7の ち千 葉 内によ,1拍 "道 を'(Jと 出( 制 実奈切通しを超え 捧 台 l i「I

り「塩督地横lt期 手 =て ■言 に いり塩運すに'い をとらせた 7,1コ  十日itは 午前Ⅲ lf

ⅢⅢヶ"●  晴 天 と百=打 た海●4 同ヽ｀
一ヘキコー培臣lⅢ〔辺て い 学■コ名 保 護古ツ2“

スタッフ21名"【 障め塩Ⅲ(り とを加した Ⅲ Ⅲ こ培出を 4山科世 れ 水波■ 海 水練lr

蘇うて,を 2田姿けとし 宮 砂1わんど10高 過 慎 ■4f取 キ 詰い ■ サリ桜=等  と の作塔

をスⅢッ″"中 ―ドて(樋  ど 俯したいヤitt h!れ 'め てのは雅たった打 「 いよく

作業を維えた 点 帯"作 資Ⅲに'点 をとり て のを 加 11にい岨割りを行な|■ E]作の強を

■ すて飛本る |(1兄ⅢⅢた 車 位Ⅲなく 予 定通"nⅢ 始を採取して と てう す合い 41松

任
購
打
桜
要
≡
行
う
と
と
こ
に
　
ヽ
輸
よ

り
会
，
　
理
事
長
ら
■

い

人
て
格
を
唱
え
某
前
で
↑
■
し
た

な
ら
　
８
山
ホ
郎
重
保
公
け
　
加
編
朝

り
ξ
Ｈ
た

，
た
畠
山
ヨ
忠

の
購
身
て
　
神
林
キ
の
境
舛
【
地
て
い
る
七

「菖

‐―十
六
郎
重
保
公
輸
所
」

に
祀
ら
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一＝
浪
今
人
）

確
ｔ
　
ｔ
跡
　
ｉ
化
財
に
芸
保
≡
活
動
”
　
環
と
し
て
　
績
よ
≡
沢

て
化
脇
全
ｔ
催
”
．Ｈ
ｌｌｌ
章
傑
公
頭
彰
ま
本
よ
」
”
い
向
力
ロ
　
ャ
刊
合

喜
占
童
保
本
顕
彰
曇
参
会

(辞‖来身|

1鮮■■
1計ヽド|

ヽ, いよ大

横浜令沢文化協会
||―! ヽ  デ

http ⅢⅢⅢⅢ v(卜unkn ctln

て一 ■ す 卜, 4

rk u`anknⅢ g“aⅢ mm

、 “ 本 金 間 4 3

■ 7Fヽ一」112

岳“食橋H 莉火
巾 則 幸栄印刷帥
■ 7!●―ⅢⅢI●

た

副
住
碑

”
税
秋

に
■
る
と
　
「上
禅
“
　
”
縦
迦
峠
”
格
り
を
開
か
れ
た
と
≡
ｎ
■
　
人
が
辞
し
も
４ｉ

っ

「群
」
の
つ
ど
い

～

坐

禅

体

験

と
精

進

料

理
～

績
採
全
沢
文
化
協
全
せ
催
事
業
の
言
神
」
り
う
と
い
ヽ
４
樺
体
験
　
結
進
――
理
ヽ
一■

７
川
ヽ
山
一次
ヤ　
臨
市
ｆ
山
山
車
た
離
す
て
Ｗ
は
≡
れ
た
　
先
す
Ｌ
　
な
】
的
に
て

お
人
り
を
加
脅
す
■
神
≡
体
験
し
た
打
　
内
い
人
■
　
〓
神
初
体
験
と
の
こ
と
て
あ
っ
た

４
神
に
　
■
い
副
任
蟻
り
想
切
十
球
４
指
４
”
ｔ
と
行
な
わ
れ
た
　
持
に
「辞
☆
ｉ

ヤ

は
自
分
「
，
り
内
山

へ
Ｈ
を
向
↓

ヽ

“
く
に
養
て
あ
る
　
　

■

」

と
め
と
と
　
“
禅
茶
Ｆ
化
　
合
Ｈ

て
一由
ほ
博
印
■
禅
和
斎
Ｈ
を
引
説

し
た
　
て
の
に
　
席
を
打
々

へ
考

し
　
「輸
進
常
即
≡
疎
台
鉢

り
末

出
揮
）
を
■
群
く
１■
段
し
　
有
ど
養

な
体
験
を
し
た
ま
す
に
心
も
と
か

に
せ
↓
下
く
帰
速
ｔ
付
い
た

一川
浪
合
人
）

“
Ｂ
に
よ
う
と
ち
く
「



ヤ成28年 9'lh日 第42号 (2)

～悠久につなぐ～

金沢公会堂きよならコンサート'
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平成囲年9月 15日 第42号 (3)し さ いお

貴化曽会付,予 定 t日■日,
0月 15日(木)切 心育向け～痩千承素=敏 室
金沢地区センター 2階 和壼

03ゆ
4 0 3 2

1lH 6日 (日)金 沢束遭会秋宰茶会
旧伊藤博文金沢別邸

●3分
8 0 7 9

0丹7日十す| Ⅲヽ日イ火1全沢区民文1ヒ察 区民の作畠展
往沢地区センター 体育館

(788)
7005

11月'日 (水)フ ケボノツウと小回康城見物
生命の里 地 球博物館 小 回原嘘

●8的
4 0 0 2

10月9日旧 1ヽ0日明)壺 沢区民文化雰 率 遺展
金沢地区センター 2階 大会議=

,3い
4 5 2 9

11月19日(|)ヽ24日(木)第 9回 金沢区業桁展
能見台地区センター 体 有館

(783)
5299

■)月'日 (日)登 沢区民文化豪 民 騒のうどい

職子公倉堂
,3的
3 5 0 6

11月     金 沢区民短は (秋幸)大会

八景コミェニティハウス
,81)
5 0 4 4

10月10日(月 況 )金 沢区民文化寮 栞 会
金沢地区セン■-2階 和室 ロ ビー

(732)
8079

12月4日 (日)食択国民文化夕 食沢区小 中学校を栞含

横浜市立大学シー"ル ホール
0 カ)
6 1 6 7

10月16日(日)金 沢区民文化察 吟 と舞の察典
金IP区薄業振興センター

(733)
2234

12月12日(月)率 ta教ヨ
金沢地区tン ター

(783)
4520

10月16日(日)金 沢区民文化無 音 楽のつどい

戯子公会堂
, 7 1 )
8 7 8 3 曝躍螢]彗欝男均iブロとす的ッサト

●1印
2691

10月25日(火)白末予方ゆかりの出～小4=う い宮ヽ をJる
第倉の鈴木清方美術館ほか

(788)
4082

12月18日(日)eR8rR囲クリスマス テヤリティー ヨン,―ト
上大岡ひまわりの郷

ｍ７‐０９５２９８
10月30日(日)壼 沢区民文化寮 三 由jt費会
曖子公会営

,91)
1 4 3 3

l r124日(火)日 本田3t室
金沢地区センター

,8印
4062

10月“)R(日)豊 沢区民俳句 (吟行)大会
金沢動物園及」金沢自嫌公国 の のはな館

(731)
5044

1月    金 宴 新 害展         (783)
金J7区民活動セン々一イヤラけ一     15299

10月80日(日)盛 読教室「たちばな」発表会
八尋コミュニティハウス

03引
4 7 5 7

2月    梅 祭り宋会
金沢動物園

●B〕
B079

10月下旬   第 15日「食沢を林う」俳句短はま彰式
金沢区民活動セン'一

(781)
5044

3月 12日(日)害 の大茶会          (782)
本牧 二 渓園               10079
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ホームページだより③
協会のホームベープは岳会Rの 赤

―ムヘージ象をめざす
1文化協会メルマ″J10号 (殉16,26■ )め配信先は個人全員ワ名 団 体

会員のメン′`-10名  こ のとさの協会の値大会目は118者 団 体全員殊団体

したがって 個 人全員の44■に配信です 団 体会貫への記信数についてま

このテータからは何ともいえませた 団 体全民のメン本-10名 ま 間 lA全員

のメン′`一で個人全員になっていない人への配信数であり 同 じ慨llに日

する人も含まれています 個 人全員を見ると 程 数大わi同じ団体に所属や

1人 が捜数の団体に所】が見つかります で は 'な くとtl人 のメンア(―

にメルマカが配信されている同体会員 =何 団体なのか 粛 へてみると 21

団体てした こ れは団体全員の7研 てす 自 分のホーと、ベージを持っている

と判明している個人全員は3名  団 体全員は6同 体です

これうの数値は 値 大や団体で高分のホームページを持つめはかなり大空

なことを示していると思います し , しヽ 協 会に摘人や団体の情報を提供

し 協 会のホームヘーンに掲載どれると メ ルマイで個人会民の444 団 lr

会員の'1宅に適知が目さ 情 報の間硬を促します ま た 受 信したメルマガ

に従ってⅢ―ムヘーンを間確すると他の会民がとのような情報を発信して

いるのかが分力ヽります さ らにホームベーンで'ま描磁情報が菅IRされて行き

ますので 個 人や団体の書卑として和用】できます 憎 報の蓄積が進めば

ホームベージめ検索に,っ かかりやす(な りますめて 自 分めⅢ-1、ヘーツ

のように一般市民への自分達め情報嫌 ljfスムースに出来るようになります

すなわち 協 会の本―ムベージは告全員"ホ ームヘージ第ということになり

ます こ れを日顔としています 全 員旨市からの掲世情報の提供をお願|ヽ

t たヽします (金間議―)


